
 

 

 

子どもたちの本気と勝敗を超えて見えてくるもの 

校長 金 洋輔 

 

今年の運動会は、２度にわたる雨天延期実施となり、日程の変更や準備の面で、保護者の皆様や地域の

皆様にご心配とご負担をおかけしました。また、今年度からはボランティアの方々にもご協力をお願いす

るかたちでの開催となりましたが、快くお力を貸してくださった皆様に、心より感謝申し上げます。皆様

の支えがあってこそ、子どもたちにとって思い出に残る一日を無事に終えることができました。 

 

 運動会の一週間前、私は全校の子どもたちにこう伝えました。「徒競走でも、興味走でも、リレーでも、

応援でもかまいません。たった一つでいいから、自分で決めたことに本気で取り組んでください。」全力

で挑戦するからこそ味わえる達成感や成長があると信じての言葉でした。 

 迎えた当日は、どの種目も子どもたちの熱意に満ちあふれ、応援にも一層力が入りました。最後の競技

まで勝敗の行方がわからない接戦が続き、真剣な表情で競技に取り組む姿や、声を枯らして仲間を応援す

る様子に、会場全体がひとつになっていくのを感じました。 

 競技の部では白組が見事な団結力で優勝を勝ち取り、応援の部では赤組が迫力ある応援で優勝となりま

した。それぞれの組が、練習の成果を精一杯出し切った結果となりました。 

 

 運動会では勝ち負けがはっきりします。本気で取り組んだからこそ、悔しい思いをした子どももいまし

た。しかし、そうした中で見えたものに、大きな成長を感じました。 

 たとえば、上学年のリレーです。全員が必死につないだバトンは、最後に６年生のアンカーに託されま

す。アンカーの子どもたちは、大きなプレッシャーの中で、たとえ前を走る走者との距離が離れていても、

仲間の思いが詰まったバトンをしっかり握り、決して最後まであきらめることはありませんでした。４人

のアンカー全員がゴールを駆け抜けたあと、ある光景が目に留まりました。 

 悔しさから涙をこぼす子に、他の組のアンカー走者たちが自然に駆け寄り、

そっと声をかけていたのです。本来なら走り終えてホッとしたい場面だった

と思います。それでも、組が違っても、共に本気で走った仲間として、お互

いの健闘をたたえ合う姿に、勝ち負けを超えた友情や思いやりが、子どもた

ちの中にしっかり育っていることを実感しました。胸が熱くなる、忘れられ

ない瞬間でした。 

 

 また、運動会後の児童代表挨拶や振り返り作文の中には、地域の方に向けて「運動会を見守り手伝って

くださりありがとうございました」「平日なのに見に来てくれてありがとうございました」といった言葉

が綴られていました。子どもたちの中に、支えてくださっている方への感謝の気持ちが育っていることも、

大きな成果だと感じています。 

 

 これからも、保護者の皆様や地域の皆様とともに、子どもたちの内面も含め、その成長を見守り支える

学校でありたいと願っています。皆様のご理解とご協力に、改めて心より感謝申し上げます。 
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